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5ml ヨーグルト間で、KB90°と KB135°では 5ml ヨーグルトとその他の食
  
塊試料間で有意差を認めた。舌骨上筋群の最大筋活動については Off、
KB90°、KB135°の 3 条件下ともに唾液と 5ml ヨーグルト間で有意差を認
めた。また舌骨上筋群の活動量については Off、KB90°において唾液と 5ml




心位では KB90°と比較し KB135°では有意に前方に位置した。 
考察：本研究では健常成人において舌骨上筋群の筋活動と食塊試料の粘
度に関連があることが示唆された。また足底接地条件の相違により足底荷
重値、荷重中心位が影響を受け、舌骨上筋群の筋活動と食塊試料の粘度の
関係が変化することから、足底接地条件が嚥下機能に影響を及ぼす可能性
が考えられた。今後は高齢者や嚥下障害患者を対象とし、研究を継続して
いく必要があろう。 
